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例会式典委員会

第7号

主
な
記
事

■９月第二例会開催

■顔 関委員長

■全国会員大会帯広

■シリーズ例会⑦

■例会登録率
The Regular Meeting and The Ceremony NewsThe Regular Meeting and The Ceremony News

例会式典新聞■日時 10月12日（金）
19：00開始

■講師 NPO法人ｱｰｽﾃﾞｲﾏﾈｰ
嵯峨生馬氏

■会場はまぎんﾎｰﾙｳﾞｨｱﾏｰﾚ

- COMING SOON -
次回開催予定

９
月
第
二
例
会
開
催

会員室

〜
会
員
室
の
新
た
な
る
挑
戦
〜

9
月
例
会
「
横
浜
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
〜
郷
土
を
育
む
地
域
密
着
型
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
の
実
現
」
が
守
屋
委
員
長
率
い
る
２
０
０
６
年
入
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
ー
ル
ヨ
コ
ハ
マ
「
ベ
ル
サ
イ
ユ
の
間
」
に
て
つ
い
に
開
催
さ
れ
る
。

「
横
浜
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
忙
し
い
所
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
、
横
浜
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
へ
の
登
録
を
頂
き
、
誠
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
、
郷
土
愛
に

根
付
い
た
地
域
密
着
型
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
を
模
索
す
る
中
、
頂
き
ま
し
た
ご
協

力
を
活
用
す
べ
く
、
Ｉ
Ｔ
に
お
け
る
先

駆
者
で
あ
り
、
様
々
な
経
験
豊
富
で
あ

る
講
師
、
株
式
会
社
リ
ア
ル
デ
ィ
ア
代

表
取
締
役
前
刀
禎
明
氏
を
お
招
き
し
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
に
て
、

可
能
性
、
そ
の
問
題
点
な
ど
を
探
っ
て

参
り
ま
す
。
本
年
度
、
会
員
交
流
研
修

委
員
会
で
は
、
昨
今
、
我
々
の
生
活
や
、

そ
し
て
第
二
の
メ
デ
ィ
ア
媒
体
な
ど

様
々
な
形
で
身
近
に
な
り
、
そ
し
て
必

要
不
可
欠
な
ビ
ジ
ネ
ス
ツ
ー
ル
と
し
て
、

ま
た
、
青
年
会
議
所
活
動
に
お
い
て
も

重
要
な
技
術
ス
キ
ル
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ
（イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）を

活
用
、
そ
し
て
研
修
に
取
り
入
れ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
我
々
、
会
員
交

流
研
修
委
員
会
は
、
こ
の
た
び
愛
す
べ

き
郷
土
で
あ
る
横
浜
に
特
化
し
た
、
地

域
密
着
型
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
構
築
の

可
能
性
を
探
っ
て
み
ま
し
た
。
産
業
革

命
以
来
の
、
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
変
革
を

も
た
ら
し
た
、
Ｉ
Ｔ
の
分
野
に
お
け
る
、

青
年
会
議
所
活
動
の
活
用
や
、
地
域
情

報
発
信
、
そ
し
て
情
報
共
有
の
ツ
ー
ル

と
し
て
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
位
置
付

け
を
研
究
し
、
前
段
と
し
て
メ
ン
バ
ー
の

相
互
交
流
の
場
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
登
録
を
お
願
い
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
」
と
語
る
、
今
年
２
月
入
会

の
青
山
節
君
。
５
月
に
行
わ
れ
た
「
は
ま

パ
レ
」
に
引
き
続
き
、
新
入
会
員
の
力
を

集
結
す
る
大
事
な
イ
ベ
ン
ト
。
今
回
は

例
会
式
典
委
員
会
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
例
会
開
催
の
全
て
を

設
営
、
運
営
す
る
。
同
じ
会
員
室
で
あ

る
両
委
員
会
の
初
の
合
同
事
業
で
も
あ

る
こ
の
例
会
。
横
浜
青
年
会
議
所
全
会

員
に
向
け
て
大
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
新
た
な
る

挑
戦
が
今
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

（
寛
）

今日の今日の今日の顔顔

２００７年度開港１５０周年推進委員会
委員長関大介君

「
市
民
の
意
識
改
革
を
促

し
横
浜
と
い
う
都
市
を
更

な
る
高
み
へ
導
く
こ
と
が
目

標
」
と
自
身
が
手
掛
け
る
事

業
に
つ
い
て
語
る
開
港
１
５

０
周
年
推
進
委
員
会
委
員

長
関
大
介
君
。
関
君
は
、
２

０
０
１
年
７
月
に
横
浜
青
年

会
議
所
に
入
会
。
中
区
在

住
の
33
歳
、
Ａ
型
。
「
市
民

の
意
識
変
革
に
必
要
な
こ

と
は
、
市
民
個
人
が
郷
土

の
歴
史
に
対
し
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
。
地
域
に
興
味
、

関
心
を
持
つ
こ
と
。
そ
し
て
、

自
主
的
に
参
画
す
る
こ

と
。
」
と
提
言
す
る
関
君
。

「
そ
の
た
め
に
目
的
意
識
を

明
確
に
し
、
そ
れ
を
共
有

す
る
場
を
提
供
す
る
。
」
と

発
表
。
そ
の
通
り
、
「
市
民

の
力
創
造
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
と
題
し
、
７
月
28
日
、
８

月
25
日
、
９
月
８
日
と
計
３

回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て

し
て
い
る
。
そ
し
て
来
月
12

日
、
「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｔ

１
５
０
Ｔ

Ｈ
」
と
題
し
、
10
月
例
会
を

開
催
。
横
浜
青
年
会
議
所
の

メ
ン
バ
ー
に
そ
の
熱
き
思
い

を
ぶ
つ
け
る
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

で
は
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
も
嗜
む

多
趣
味
の
関
君
。
そ
の
ス
ト

イ
ッ
ク
な
眼
差
し
は
、
２
０
０

９
年
に
迎
え
る
開
港
１
５
０

年
に
照
準
を
合
わ
せ
、
静
か

に
始
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

（
光
）

昭
和
の
歌
姫
「
美
空
ひ
ば
り
」
が
生
ま

れ
育
っ
た
街
、
磯
子
区
。
古
く
か
ら
下
町

の
風
景
と
海
を
望
む
新
興
住
宅
地
、
ま

た
大
企
業
が
立
地
す
る
臨
海
部
の
工
業

地
帯
と
緑
豊
か
な
丘
陵
地
、
斜
面
緑
地

と
い
っ
た
、
大
変
多
様
性
を
持
っ
た
街
で

す
。
春
に
は
、
区
の
木
で
あ
る
梅
が
妙
法

磯子区磯子区

寺
や
岡

で
そ
の

告
げ
、

分
水
路

ロ
ム

で
は
桜

乱
れ
、

村
梅
林

訪
れ
を

大
岡
川

河
畔
プ

ナ
ー
ド

が
咲
き

初
夏
に

か
け
て
は
、
氷
取
沢
市
民
の
森
で
森
林
浴
。

秋
は
「
磯
子
ま
つ
り
」
、
冬
は
マ
ラ
ソ
ン
や

駅
伝
な
ど
見
所
も
沢
山
。
横
浜
都
心
に

も
近
く
利
便
性
が
高
い
う
え
、
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
男
声
合
唱
団
な
ど
様
々

な
活
動
が
息
づ
く
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。

（市
）

都築区都築区

場
し
て

区
内
か

多
く
の

発
掘
さ

く
か
ら

暮
ら
し

い
て
、

ら
は
数

遺
跡
が

れ
、
古

人
々
の

が
営
ま

れ
て
い
た
区
域
で
す
。
区
の
北
部
と
中
央

部
は
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
で
、
豊
か

な
自
然
と
緑
を
残
し
な
が
ら
、
都
市
と

農
業
が
調
和
し
た
新
し
い
街
づ
く
り
が

進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
ま
と
ま
っ
た
農

地
が
あ
る
の
で
、
数
多
く
の
企
業
の
本
社
、

研
究
所
が
進
出
し
、
市
内
１
、
２
を
争
う

生
産
高
を
誇
り
ま
す
。
（市
）

平
成
６
年
11
月
に
誕
生
し
た
都
築
区
。

人
口
の
増
加
が
著
し
く
、
平
均
年
齢
が

市
内
で
最
も
若
い
区
で
す
。
横
浜
市
の
北

部
に
位
置
し
、
東
は
港
北
区
、
西
は
青
葉

区
、
南
は
緑
区
に
接
し
て
お
り
、
北
は
川

崎
市
と
の
市
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
都

築
」
（
つ
づ
き
）
の
名
は
古
く
万
葉
集
に
登

連連
載載

前刀禎明 さん

株式会社リアルディア
代表取締役

慶
応
大
学
大
学
院
管

理
工
学
修
士
化
課
程

終
了
後
、
ソ
ニ
ー
株

式
会
社
、
ベ
イ
ン
・ア

ン
ド
・カ
ン
パ
ニ
ー
、

ウ
ォ
ト
・デ
ィ
ズ
ニ
ー

ジ
ャ
パ
ン
な
ど
を
経

て
、
米
国A

pple
C

om
puter,Inc.

マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
を

さ
き
と
う
・よ
し
あ
き

務
め
ら
れ
、
１
９
９
９

年
に
ラ
イ
ブ
ド
ア
を

創
業
、
プ
ロ
バ
イ
ダ

界
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
導
入
し
「live 

door

」
ブ
ラ
ン
ド
を

確
立
し
ト
ッ
プ
10
プ

ロ
バ
イ
ダ
の
一
社
に

育
て
上
げ
た
。
２
０
０

４
年
に
ア
ッ
プ
ル
入
社
。

i  P
odm

ini

発
売
時

に
日
本
独
自
の
販
売

戦
略
を
仕
掛
け
、i  

P
od

を
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ア
イ
テ
ム
と
す
る
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
展
開
。

音
楽
の
楽
し
み
方
を

変
え
た
デ
ジ
タ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
革
命
を

起
こ
し
、
「i  pod

の

仕
掛
け
人
」
と
呼
ば

れ
る
。
（
寛
）

例
会
運
営
全
て
を

新
入
会
員
が
中
心

に
会
員
室
一
丸
と

な
っ
て
行
う
点
で
す
。

新
入
会
員
た
ち
が

真
剣
に
メ
ン
バ
ー
へ

の
発
信
を
捉
え
、
次

年
度
以
降
の
運
用

ま
で
を
視
野
に
入

れ
た
今
回
の
９
月
例

会
。
皆
様
は
ど
う
受

け
止
め
ら
れ
る
で

し
ょ
う
か
。
（
岡
）

シリーズシリーズシリーズ

⑦

い
よ
い
よ
２
０
０

７
年
度
も
終
盤
を

迎
え
、
次
年
度
の

動
き
も
活
発
に

な
っ
て
く
る
時
期

と
な
り
ま
し
た
。

例
年
９
月
例
会
は
、

次
年
度
キ
ッ
ク
オ

フ
の
場
と
し
て
、
ま

た
新
入
会
員
の
発

表
の
場
と
し
て
、

事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
本
年
の

新
た
な
試
み
と
し
て

は
、
寸
劇
や
イ
ベ
ン

ト
的
な
事
を
行
う

例
会
で
は
な
く
、
ビ

ジ
ネ
ス
を
切
り
口
に

地
域
密
着
型
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
の
実
現

に
向
け
て
、
講
師
例

会
の
形
式
を
と
り

な
が
ら
、
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
の
普
及
を
提

言
す
る
例
会
と
な
っ

て
い
る
点
、
そ
し
て

Ｌ
О
Ｍ
１
０
０
％
例
会

目
指
せ

本
年
度
最
終
例
会
の
11

月
例
会
。
例
会
式
典
委
員

会
は
、
Ｌ
Ｏ
Ｍ
１
０
０
％
例
会

に
挑
戦
す
る
。
８
月
例
会
ま

で
の
平
均
登
録
率
は
８
０
％

を
超
え
て
お
り
、
例
年
に
比

べ
て
も
、
か
な
り
高
い
登
録

率
を
記
録
し
て
い
る
。
残
り

の
２
０
％
を
如
何
に
０
（
ゼ

ロ
）
に
近
づ
け
る
か
。
本
来
、

全
員
出
席
義
務
の
あ
る
例

会
。
１
０
０
％
登
録
、
全
メ
ン

バ
ー
登
録
と
い
う
前
代
未

聞
の
偉
業
に
向
け
て
、
今
後

例
会
式
典
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
の
み
な
ら
ず
、
各
委
員

会
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ン
バ
ー
が

本
気
に
な
っ
て
自
ら
行
動
を

起
こ
す
こ
と
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
（
寛
）

編集後記編集後記

い
つ
の
間
に
か

今
年
も
後
半
戦

に
さ
し
か
か
っ
て

き
ま
し
た
ね
。

早
い
な
ぁ
。
も
う
、

次
年
度
モ
ー
ド

で
す
か
。
遠
足

は
家
に
帰
る
ま

で
が
遠
足
で
す
。

２
０
０
７
年
度
も

12
月
ま
で
が
２

０
０
７
年
度
の
活

動
で
す
よ
。
残

り
の
活
動
、
も

う
あ
と
ひ
と
踏

ん
張
り
頑
張
ろ

う
。
ま
だ
出
来

る
こ
と
が
あ
る

か
も
よ
。
（
光
）

第５６回全国会員大会第５６回全国会員大会 帯広大会帯広大会

「
日
本
の
力
」
こ
こ

に
復
活
！
〜
理
想

国
家
日
本
が
、
世
界

を
平
和
へ
と
導
く
〜

全
国
会
員
大
会
が

北
海
道
は
帯
広
の

地
で
開
催
さ
れ
る
。

全
国
約
４
０
，
０
０
０

人
の
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
が

一
堂
に
会
し
、
一
年

間
の
運
動
の
成
果

を
こ
の
「
で
っ
か
い
大

地
」
に
持
ち
寄
り
、

全
国
に
向
け
て
さ
ら

な
る
市
民
意
識
変

革
運
動
を
発
信
す

る
。
27
日
の
開
会

式
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

パ
ー
テ
ィ
ー
を
か
わ

き
り
に
、
28
日
の
ア

ワ
ー
ド
セ
レ
モ
ニ
ー
、

29
日
の
メ
イ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
大
懇

親
会
、
そ
し
て
30
日
、

式
典
と
卒
業
式
が

執
り
行
わ
れ
る
。

毎
年
恒
例
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
は
、
歌
手

の
郷
ひ
ろ
み
さ
ん
が

登
場
し
ラ
イ
ヴ
を

披
露
、
会
場
を
盛
り

上
げ
る
。
30
日
の
卒

業
式
に
は
横
浜
か

ら
55
名
の
卒
業
生

も
出
席
し
、
新
た
な

旅
立
ち
を
迎
え
る
。

北
海
道
の
大
き
な

大
地
で
繰
り
広
げ

ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の

数
々
。
２
０
０
７
年

の
思
い
出
に
残
る
大

き
な
大
会
と
な
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

（
光
）

２００７年９月２０日現在

例会登録率一覧例会登録率一覧
例会も残り３回の開催を残すのみとなりました。開
港祭総務に負けず１００％を目指しましょう！（市）

帯
広
名
物

帯
広
名
物

「豚
丼
」

「豚
丼
」

十
勝
は
お
い
し
い
豚
肉

の
産
地
で
す
。
柔
ら
か

な
豚
肉
を
使
用
し
て
、

独
自
の
タ
レ
で
味
つ
け
て

焼
い
た
豚
丼
は
、
十
勝

産
の
名
物
で
す
。
（
光
）

大
型
の
特
殊
ゴ
ム
ボ
ー

ト
に
乗
っ
て
十
勝
川
上
流

の
激
流
区
間
を
下
り
ま

す
。
雨
が
降
っ
て
も
楽
し

め
る
川
遊
び
で
す
。
（
光
）

十
勝
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

十
勝
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

「ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
」

「ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
」

豚丼

ラフティング


